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●じっと座すのではなく行動へ！ 

 昨日、浦高同窓会ホームページ委員会の鯨井光夫

さんから、『☆浦高関連情報「金融証券界に「浦

高あり」「中堅若手の飛躍の場に」新たな同窓

会設立』との情報をいただきました。 

https://www.asahi.com/articles/ 

DA3S15291989.html 

 先日の理事会でも報告がありましたが、5年

前から検討が進められてきた「浦高ビジネス

人材ネットワーク事業」がいよいよスタート

しました。この事業は、木村惠司・浦高同窓

会前会長（高 17回）からの要請に応えて 2016

年 11月に設置された「同窓会活性化検討委員

会」〔座長：野辺博氏（高 24回、当時同窓会

副会長、現会長）の中で今後の同窓会のキー

プロジェクトを検討しようということで提案

された 2つの事業の 1つでした。 

 提案されたのは、髙橋宜治氏（高 22回、当

時同窓会監事、現副会長）で、当初はさまざま

な商社に勤務される浦高 OB の横のネットワ

ークを作ろうということで「(仮称)浦高商社

会」を準備されていました。髙橋様と関係者

の準備が整い一昨年春に総会を予定していた

ものの、コロナ禍により残念ながら延期にな

っており、「金融麗和会」が関係者の日程の都

合で早いスタートとなったようです。今年度

中には「(仮称)浦高商社会」も誕生するようで、

今後の活動に期待するところです。奔走され

た髙橋副会長や関係者の皆様には心から御礼

とお祝いを申し上げたいと思います。 

 もう 1つの事業は「同窓会の法人化」であ

り、こちらは藤野龍宏事務局長（高 22回、当

時、現事務局次長）のご尽力で 2020 年 7 月

に「一般社団法人埼玉県立浦和高等学校同窓

会」になることができました。一般社団法人

となった同窓会も、今年 6 月の社員総会・会

員総会を経て 3 年目の活動に入ります。母校

の 130周年に向けて、これまでの活動・事業

を活性化されるとともに、新たな目標設定が

求められることになります。 

 さて、コロナ禍 3年目となった同窓会活動、

各地域職域でも中止となっていた総会や懇親

会などを再開する動きもあります。私も春日

部地区浦高会の会長を拝命して 2年間、幹事

会以外の活動を自粛してまいりましたが、今

年 9 月の総会は何としても開催したいものだ

と考えております。本日の夕方には、幹事会

を開催して今後の事業展開を検討してまいり

ますが、会員間の親睦と地域貢献活動のでき

る同窓会でありたいと思っています。 

コロナ禍でも新たな活動が生まれ！ 
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